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石 川 県 事 務 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 五 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 規 則 第 二 十 号

石 川 県 事 務 委 任 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 事 務 委 任 規 則 （ 昭 和 三 十 五 年 石 川 県 規 則 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 女 性 セ ン タ ー 館 長 の 項 を 削 り 、 同 表 保 健 福 祉 セ ン タ ー 所 長 の 項 第 一 号 中 2 2 を 2 4 と し 、

ら 2 3 ま で と し 、 1 4 を 1 6 と し 、 そ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

1 4 第 五 十 五 条 の 七 の 規 定 に よ る 被 保 護 者 就 労 支 援 事 業 の 実 施

1 5 第 五 十 五 条 の 八 の 規 定 に よ る 被 保 護 者 健 康 管 理 支 援 事 業 の 実 施

別 表 第 二 安 原 ・ 高 橋 川 工 事 事 務 所 長 の 項 を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

石 川 県 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 五 年 三 月 三 十 一 日

石 川 県 規 則 第 二 十 ＿ 号

石 川 県 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 組 織 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 規 則 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 中 「 監 室 」 の 下 に 「 、 知 事 室 」 を 加 え る 。

第 三 条 の 見 出 し 中 「 監 室 」 の 下 に 「 、 知 事 室 」 を 加 え 、 同 条 第 一 項 の 表 総 務 部 の 項 中 「 秘 書 課 、 」 を 削 り 、 同 表 企

画 振 輿 部 の 項 中 「 、 空 港 企 画 課 」 を 削 り 、 同 表 県 民 文 化 ス ポ ー ツ 部 の 項 中 「 県 民 交 流 課 」 を 「 女 性 活 躍 ・ 県 民 協 働 課 」

に 改 め 、 「 、 男 女 共 同 参 画 課 」 を 削 り 、 同 表 生 活 環 境 部 の 項 中 「 温 暖 化 ・ 里 山 対 策 室 」 を 「 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推

進 課 」 に 改 め 、 同 表 農 林 水 産 部 の 項 中 「 農 業 政 策 課 」 を 「 農 業 経 営 戦 略 課 」 に 、 「 生 産 流 通 課 」 を 「 生 産 振 興 課 、 ブ

ラ ン ド 戦 略 課 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 も の の ほ か 」 の 下 に 「 、 総 務 部 に 知 事 室 を 」 を 加 え 、 同 条 第 五 項 を 次 の よ う
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第 六 条 の 二 第 一 項 の 表 空 港 企 画 課 の 項 を 削 り 、 同 条 第 二 項 の 表 に 次 の 十 号 を 加 え る 。

1 3 空 港 施 策 の 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

1 4 国 内 航 空 に 関 す る こ と 。

1 5 国 際 便 の 受 入 体 制 に 関 す る こ と 。

1 6 小 松 空 港 の 活 性 化 の 推 進 に 関 す る こ と 。

1 7 小 松 空 港 の 国 際 化 の 推 進 に 関 す る こ と 。

1 8 小 松 空 港 の 施 設 整 備 に 関 す る こ と 。

1 9 小 松 空 港 の 国 際 物 流 拠 点 化 に 関 す る こ と 。

2 0 能 登 空 港 の 利 活 用 に 関 す る こ と 。

2 1 能 登 空 港 の 管 理 及 び 施 設 整 備 に 関 す る こ と 。

2 2 能 登 空 港 管 理 事 務 所 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 二 第 三 項 の 表 成 長 戦 略 推 進 室 の 項 中 「 第 一 項 の 表 企 画 課 の 項 第 二 号 」 を 「 第 一 項 の 表 企 画 課 の 項 第 二 号 及
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ー 秘 書 に 関 す る こ と 。

皇 室 に 関 す る こ と 。

儀 式 に 関 す る こ と 。

全 庁 的 な 政 策 の 総 合 調 整 に 関 す る こ と 。

庁 議 及 び 部 課 長 会 議 に 関 す る こ と 。

報 道 機 関 と の 連 絡 に 関 す る こ と 。

広 報 及 び 広 聴 の 総 合 的 な 戦 略 の 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

行 政 相 談 に 関 す る こ と 。

― 自 然 環 境 課

分 掌 事 務

第 三 条 第 六 項 の 表 農 業 政 策 課 の 項 中 「 農 業 政 策 課 」 を 「 農 業 経 営 戦 略 課 」 に 改 め 、 「 ブ ラ ン ド 戦 略 推 進 室 、 農 業 参

入 ・ 経 営 戦 略 推 進 室 、 」 を 削 る 。

第 六 条 第 一 項 の 表 秘 書 課 の 項 を 削 り 、 同 表 デ ジ タ ル 推 進 課 の 項 第 二 号 中 「 関 す る こ と 」 の 下 に 「 （ 他 課 の 分 掌 事 務

を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 表 管 財 課 の 項 中 第 十 号 を 第 十 一 号 と し 、 第 九 号 を 第 十 号 と し 、 第 八 号 を 第 九 号 と し 、 第 七 号 の

次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

8 来 庁 者 の 案 内 及 び 庁 内 放 送 に 関 す る こ と 。

第 六 条 第 三 項 の 表 査 察 調 査 室 の 項 中 「 第 一 項 の 表 税 務 課 の 項 第 五 号 」 を 「 第 一 項 の 表 税 務 課 の 項 第 六 号 」 に 改 め 、

同 条 中 第 三 項 を 第 四 項 と し 、 第 二 項 を 第 三 項 と し 、 第 一 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

知 事 室 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と し 、 知 事 室 課 長 が 担 当 す る 分 掌 事 務 は 、 総 務 部 長 が 別 に 定 め る 。

一 ト キ 共 生 推 進 室

第三条第六項の表企画課の項中「、いしかわ創生推進室」を削り、同表県民交流課の項中「県民交流課」を「女性

活躍・県民協働課」に改め、「広報広聴室、」を削り、同表薬事衛生課の項の次に次のように加える。
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に 改 め る 。

5 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 知 事 室 及 び そ れ ぞ れ の 監 室 に 同 表 の 中 欄 に 掲 げ る 分 課 を 置 き 、 そ れ ぞ れ の 分 課 に 置 か れ る

課 長 が 担 当 す る 分 掌 事 務 の 処 理 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る も の が 当 該 分 課 の 長 と し て 取 り 扱 わ れ る

も の と す る 。
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課 内 室 名

[ ト キ 共 生 推 進 室

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推 進 課
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第 七 条 の 二 の 表 自 然 環 境 課 の 項 中 第 十 号 を 第 十 二 号 と し 、 第 九 号 を 第 十 一 号 と し 、 第 八 号 を 第 十 号 と し 、 同 号 の 前

に 次 の 二 号 を 加 え る 。

8 ト キ と 人 と の 共 生 の 推 進 に 関 す る こ と 。

9 生 物 多 様 性 の 確 保 に 関 す る こ と 。

第 七 条 の 二 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

生 活 環 境 部 の 課 内 室 の 分 掌 事 務 は 、 次 の と お り と す る 。

分 掌 事 務[ 第 一 項 の 表 自 然 環 境 課 の 項 第 八 号 及 び 第 九 号 に 掲 げ る 事 務

第 九 条 第 一 項 の 表 農 業 政 策 課 の 項 中 「 農 業 政 策 課 」 を 「 農 業 経 営 戦 略 課 」 に 改 め 、 第 四 号 か ら 第 十 四 号 ま で を 削 り 、

第 十 五 号 を 第 四 号 と し 、 第 十 六 号 か ら 第 二 十 四 号 ま で を 十 一 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 第 二 十 五 号 及 び 第 二 十 六 号 を 削 り 、 第

二 十 七 号 を 第 十 四 号 と し 、 第 二 十 八 号 か ら 第 三 十 三 号 ま で を 十 三 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 項 第 三 十 四 号 中 「 農 林 水 産 部 所
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び 第 三 号 」 に 改 め 、 同 表 い し か わ 創 生 推 進 室 の 項 を 削 り 、 同 表 エ ネ ル ギ ー 対 策 室 の 項 中 「 第 一 項 の 表 企 画 課 の 項 第 十

号 及 び 第 十 一 号 」 を 「 第 一 項 の 表 企 画 課 の 項 第 十 一 号 及 び 第 十 二 号 」 に 改 め 、 同 表 小 松 空 港 活 性 化 推 進 室 の 項 を 削 る 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 県 民 交 流 課 の 項 中 「 県 民 交 流 課 」 を 「 女 性 活 躍 ・ 県 民 協 働 課 」 に 改 め 、 第 一 号 か ら 第 四 号 ま

で を 次 の よ う に 改 め る 。

1 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 及 び 女 性 の 活 躍 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 な 企 画 、 調 整 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。

2 配 偶 者 等 暴 力 対 策 に 関 す る こ と 。

3 困 難 な 問 題 を 抱 え る 女 性 対 策 に 関 す る こ と 。

4 女 性 保 護 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 県 民 交 流 課 の 項 中 第 十 六 号 を 第 十 九 号 と し 、 第 十 五 号 を 第 十 八 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 一 号

を 加 え る 。

1 7 女 性 セ ン タ ー 及 び 女 性 相 談 支 援 セ ン タ ー に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 県 民 交 流 課 の 項 中 第 十 四 号 を 第 十 六 号 と し 、 第 六 号 か ら 第 十 三 号 ま で を 二 号 ず つ 繰 り 下 げ 、

第 五 号 を 第 七 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

5 性 の 多 様 性 へ の 県 民 理 解 の 促 進 に 関 す る こ と 。

6 ふ る さ と 石 川 応 援 寄 附 金 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 ス ポ ー ツ 振 興 課 の 項 第 七 号 中 「 国 民 体 育 大 会 」 を 「 国 民 ス ポ ー ツ 大 会 及 び 全 国 障 害 者 ス ポ ー

ツ 大 会 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 八 号 と し 、 同 項 中 第 六 号 を 第 七 号 と し 、 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 一 号 を

加 え る 。

障 害 者 ス ポ ー ツ の 推 進 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 ス ポ ー ツ 振 興 課 の 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

9 ス ポ ー ツ を 通 じ た 地 域 の 活 性 化 に 関 す る こ と 。

第 六 条 の 三 第 一 項 の 表 男 女 共 同 参 画 課 の 項 を 削 り 、 同 条 第 二 項 の 表 広 報 広 聴 室 の 項 を 削 り 、 同 表 統 計 情 報 室 の 項 中

「 第 一 項 の 表 県 民 交 流 課 の 項 第 八 号 か ら 第 十 四 号 」 を 「 第 一 項 の 表 女 性 活 躍 ・ 県 民 協 働 課 の 項 第 十 号 か ら 第 十 六 号 」

に 改 め る 。

第 七 条 の 二 の 表 温 暖 化 ・ 里 山 対 策 室 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 推 進 に 係 る 総 合 的 な 企 画 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

地 域 に 適 し た 住 宅 の 省 エ ネ ル ギ ー ・ 創 エ ネ ル ギ ー 化 の 促 進 に 関 す る こ と 。

脱 炭 素 型 の ラ イ フ ス タ イ ル の 啓 発 に 関 す る こ と 。

環 境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 の 推 進 に 関 す る こ と 。

環 境 ビ ジ ネ ス の 創 出 ・ 育 成 に 関 す る こ と 。

環 境 に 配 慮 し た 自 動 車 の 普 及 に 関 す る こ と 。

事 業 者 の エ コ ド ラ イ ブ の 推 進 に 関 す る こ と 。

県 庁 に お け る 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 に 関 す る こ と 。

気 候 変 動 の 影 響 へ の 適 応 に 関 す る こ と 。

い し か わ エ コ ハ ウ ス に 関 す る こ と 。

が 涵 お 歯 叫
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享



改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 審 議 監 、 地 域 医 療 対 策 監 、 」 を 削 り 、 「 知 事 室 長 、 知 事 室 次 長 及 び 政 策 調 整 監 」 を 「 戦 略 広 報 監

及 び 産 業 振 興 戦 略 監 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 、 総 務 部 に 知 事 室 政 策 調 整 担 当 課 長 及 び 知 事 室 政 策 調 整 担 当 課 長 補 佐

を 」 及 び 「 危 機 管 理 監 付 課 長 、 」 を 削 る 。

>I
S-

「

一 政 策 調 整 員

｀ 室 長

ブ ラ ン ド 戦 略 課

一 政 策 調 整 課

: 秘 書 課

第 十 三 条 第 一 項 の 表 課 長 の 項 、 室 長 の 項 及 び 室 次 長 の 項 中 「 、

「

T I政 策 調 整 員

／ 知 事 室

今 苫 5 年 3 J = l  3 1  1 3  ( ~ I恙 H )

農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 化 及 び 販 路 開 拓 に 関 す る こ と 。

農 林 水 産 物 の 輸 出 の 促 進 に 関 す る こ と 。

農 林 水 産 業 に お け る 知 的 財 産 の 活 用 に 関 す る こ と 。

農 産 物 の 流 通 及 び 販 売 に 関 す る こ と 。

農 林 漁 業 の 六 次 産 業 化 に 関 す る こ と 。

農 林 水 産 物 の 地 産 地 消 の 推 進 に 関 す る こ と 。

農 林 物 資 の 品 質 表 示 に 関 す る こ と 。

有 機 農 産 物 に 関 す る こ と 。

食 品 表 示 の 指 導 等 に 関 す る こ と （ 健 康 推 進 課 及 び 薬 事 衛 生 課 の 分 掌 事 務 を

除 く 。 ） 。

1 0 米 穀 の 出 荷 又 は 販 売 を 行 う 事 業 者 の 遵 守 事 項 に 関 す る こ と 。

1 1 米 穀 等 の 取 引 等 に 係 る 情 報 の 記 録 及 び 産 地 情 報 の 伝 達 に 関 す る こ と 。

1 2 特 定 水 産 動 植 物 等 の 国 内 流 通 の 適 正 化 等 に 関 す る こ と （ 勧 告 、 命 令 並 び に

報 告 の 徴 収 、 物 件 の 提 出 の 要 求 及 び 立 入 検 査 の 実 施 に 係 る も の に 限 る 。 ） 。

1 3 農 産 物 の 検 査 に 関 す る こ と 。

1 4 農 薬 及 び 肥 料 の 取 締 り 及 び 指 導 に 関 す る こ と 。

1 5 植 物 防 疫 に 関 す る こ と 。

1 6 農 業 資 材 に 関 す る こ と 。

1 7 食 品 の リ サ イ ク ル に 関 す る こ と 。

1 8 農 畜 林 水 産 物 の 安 全 ・ 安 心 に 係 る 情 報 提 供 に 関 す る こ と 。

1 9 食 農 教 育 に 関 す る こ と 。

第 九 条 第 三 項 の 表 ブ ラ ン ド 戦 略 推 進 室 の 項 及 び 農 業 参 入 ・ 経 営 戦 略 推 進 室 の 項 を 削 り 、 同 表 技 術 管 理 室 の 項 中 「 第

一 項 の 表 農 業 政 策 課 の 項 第 三 十 二 号 か ら 第 三 十 六 号 」 を 「 第 一 項 の 表 農 業 経 営 戦 略 課 の 項 第 十 九 号 か ら 第 二 十 一 号 」

に 改 め る 。

第 十 条 第 一 項 の 表 監 理 課 の 項 第 十 五 号 中 「 の 土 地 の 使 用 等 」 を 「 に 係 る 損 失 補 償 の 裁 定 」 に 改 め 、 同 表 河 川 課 の 項

第 十 五 号 を 削 る 。

第 十 三 条 第 一 項 の 表 危 機 管 理 監 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

，  

8  
7  

6  
5  

4  
3  

2  
ー

一 上 司 の 命 を 受 け 、 政 策 調 整 に 関 す る 事 務 を 処 理 す る 。

[ 上 司 の 命 を 受 け 、 政 策 調 整 に 関 す る 事 務 を 掌 理 す る 。

L
—

 

管 工 事 」 の 下 に 「 に 係 る 技 術 の 指 導 、 設 計 、 積 算 及 び 」 を 加 え 、 同 号 を 同 項 第 二 十 一 号 と し 、 同 項 中 第 三 十 五 号 及 び

第 三 十 六 号 を 削 り 、 第 三 十 七 号 を 第 二 十 二 号 と し 、 第 三 十 八 号 か ら 第 四 十 一 号 ま で を 十 五 号 ず つ 繰 り 上 げ 、 同 表 里 山

振 興 室 の 項 中 第 七 号 を 削 り 、 第 八 号 を 第 七 号 と し 、 第 九 号 を 第 八 号 と し 、 第 十 号 を 削 り 、 第 十 一 号 を 第 九 号 と し 、 第

十 二 号 を 第 十 号 と し 、 同 表 生 産 流 通 課 の 項 中 「 生 産 流 通 課 」 を 「 生 産 振 興 課 」 に 改 め 、 第 八 号 か ら 第 十 一 号 ま で を 削

り 、 第 十 二 号 を 第 八 号 と し 、 第 十 三 号 を 第 九 号 と し 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

ロ 上 司 の 命 を 受 け 、 知 事 室 の 事 務 を 掌 理 し 、 所 属 職 員 を 指 揮 監 督 す ]

が

温 暖 化 ・ 里 山 対 策 室 」 を 削 り 、 同 条 第 二 項 の 表 中
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改 め 、 同 表 港 湾 課 （ 奥 能 登 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ）

今 苫 5 年 3 J = l  3 1  1 3  ( ~ I恙 H )

第 十 五 条 第 二 号 の 表 納 税 課 の 項 中

建 設 課 の 業 務 の う ち 、 本 庁 の 道 路 建 設 課 、 河 川

課 、 砂 防 課 及 び 都 市 計 画 課 に 係 る 業 務 に 関 す る こ

と
建 設 課 の 業 務 の う ち 、 本 庁 の 河 川 課 、 港 湾 課

（ 南 加 賀 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） 、 砂 防 課 及 び 水

産 課 （ 南 加 賀 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） に 係 る 業

務 に 関 す る こ と 。

--
, I
 

納
納

税
税

第
第

係
係

が

-」
の 項 中

を
を

3  
2  

「 1

「

改 め 、 同 項 5 中 「 関 す る こ と 。 」 の 下 に 「 （ 以 上 の 事 務 は 、 小 松 県 税 事 務 所 に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 項 6 中 「 （ 以 上 の 事

務 は 、 小 松 県 税 事 務 所 に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 7 中 「 （ 金 沢 県 税 事 務 所 に あ っ て は 、 自 動 車 税 納 税 課 の 分 掌 事 務 を 除

く 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 8 中 「 及 び 自 動 車 税 納 税 課 」 を 削 り 、 同 項 1 0 中 「 （ 金 沢 県 税 事 務 所 に あ っ て は 、 自 動 車 税 納 税 課

の 分 掌 事 務 を 除 く 。 ） 。 」 を 削 り 、 同 表 自 動 車 税 納 税 課 （ 金 沢 県 税 事 務 所 に 限 る 。 ） の 項 を 削 り 、 同 条 第 十 号 の 表 建 設 課

（ 石 川 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） の 項 を 削 り 、 同 表 道 路 建 設 課 （ 石 川 土 木 総 合 事 務 所 を 除 く 。 ） の 項 中 「 （ 石 川 土 木 総 合

事 務 所 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 1 を 次 の よ う に 改 め る 。

1 土 木 工 事 （ 本 庁 の 道 路 建 設 課 、 都 市 計 画 課 （ 県 央 土 木 総 合 事 務 所 を 除 く 。 ） 及 び 公 園 緑 地 課 （ 南 加 賀 、 石 川

及 び 中 能 登 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） の 分 掌 事 務 に 限 る 。 ） の 調 査 、 企 画 、 設 計 、 施 行 及 び 監 督 に 関 す る こ と 。

第 十 五 条 第 十 号 の 表 道 路 建 設 課 （ 石 川 土 木 総 合 事 務 所 を 除 く 。 ） の 項 中 2 を 3 と し 、 そ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

2 国 庫 負 担 若 し く は 国 庫 補 助 又 は 県 費 補 助 に 係 る 市 町 の 土 木 工 事 の 指 導 及 び 監 督 に 関 す る こ と 。 （ 以 上 の 事 務

は 、 奥 能 登 総 合 土 木 事 務 所 に あ っ て は 、 珠 洲 市 に 係 る も の を 除 く 。 ）

第 十 五 条 第 十 号 の 表 地 域 整 備 課 （ 奥 能 登 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） の 項 中

「

lー 土 木 工 事 （ 本 庁 の 道 路 建 設 課 、 河 川 課 、 砂 防

課 及 び 都 市 計 画 課 の 分 掌 事 務 に 限 る 。 ） の 調 査 、

企 画 、 設 計 、 施 行 及 び 監 督 に 関 す る こ と 。

国 庫 負 担 若 し く は 国 庫 補 助 又 は 県 費 補 助 に 係

る 市 町 の 土 木 工 事 の 指 導 及 び 監 督 に 関 す る こ と 。

（ 以 上 の 事 務 は 、 珠 洲 市 に 係 る も の に 限 る 。 ）

改 め 、 同 表 河 川 砂 防 課 （ 石 川 土 木 総 合 事 務 所 を 除 く 。 ） の 項 中 「 （ 石 川 土 木 総 合 事 務 所 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 「 （ 県 央 及 び

中 能 登 土 木 総 合 事 務 所 」 を 「 （ 石 川 、 県 央 及 び 中 能 登 土 木 総 合 事 務 所 」 に 、 「 （ 南 加 賀 、 県 央 及 び 中 能 登 土 木 総 合 事 務

所 に 限 る 。 ） 」 を 「 （ 奥 能 登 土 木 総 合 事 務 所 を 除 く 。 ） 」 に 、

2  
土 木 工 事 （ 本 庁 の 河 川 課 、 港 湾 課 （ 南 加 賀 土

木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） 及 び 砂 防 課 の 分 掌 事 務

に 限 る 。 ） 及 び 漁 港 工 事 （ 南 加 賀 土 木 総 合 事 務

所 に 限 る 。 ） の 調 査 、 企 画 、 設 計 、 施 行 及 び 監

督 に 関 す る こ と 。

国 庫 負 担 若 し く は 国 庫 補 助 又 は 県 費 補 助 に 係

る 市 町 の 土 木 工 事 及 び 漁 港 工 事 の 指 導 及 び 監 督

に 関 す る こ と 。 （ 以 上 の 事 務 は 、 奥 能 登 総 合 土

木 事 務 所 に あ っ て は 、 珠 洲 市 に 係 る も の を 除

く 。 ）
水 防 に 関 す る こ と 。

涵 お 歯
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「

納 税 第 一 係

納 税 第 二 係

自 動 車 税 納 税 第 一 係

（ 金 沢 県 税 事 務 所 に 限 る 。 ）

自 動 車 税 納 税 第 二 係

（ 金 沢 県 税 事 務 所 に 限 る 。 ）
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救 命 救 急 及 び 救 急 科 の 診 療 に 関 す る こ と 。

高 度 集 中 治 療 及 び 集 中 治 療 科 の 診 療 に 関 す る

こ と 。

改 め る 。

第 十 七 条 中 第 十 七 号 を 削 り 、 第 十 八 号 を 第 十 七 号 と す る 。

第 十 九 条 第 三 項 中 「 担 当 参 事 （ 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） 、 」 を 削 り 、 同 条 第 五 項 中 「 （ 工 業 試 験 場 の 部 に 限 る 。 ） に 」

の 下 に 「 企 画 調 整 担 当 部 長 及 び 」 を 加 え 、 同 条 第 六 項 中 「 副 部 長 」 の 下 に 「 、 中 央 病 院 の 周 術 期 ・ 集 中 治 療 セ ン タ ー 、

総 合 母 子 医 療 セ ン タ ー 、 が ん 医 療 セ ン タ ー 、 救 命 救 急 セ ン タ ー 、 血 管 病 セ ン タ ー 及 び 患 者 総 合 支 援 セ ン タ ー に あ っ て

は 副 セ ン タ ー 長 」 を 加 え る 。

別 表 第 一 第 二 号 の 表 石 川 県 公 務 災 害 補 償 等 審 査 会 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

cs
, 

石 川 県 男 女 共 同 参 画 審 議 会 男 女 共 同 参 画 計 画 そ の 他 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 事 「 女 性 活 躍 ・ 県 民 協 働 課 ]

[ 」 項 の 調 査 審 議 に 関 す る 事 務

同 表 石 川 県 農 政 審 議 会 の 項 中別 表 第 一 第 二 号 の 表 石 川 県 男 女 共 同 参 画 審 議 会 の 項 を 削 り 、

経 営 戦 略 課 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 規 則 は 、 令 和 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 石 川 県 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

2 石 川 県 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 施 行 細 則 （ 平 成 十 年 石 川 県 規 則 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 及 び 第 八 条 第 三 項 中 「 石 川 県 県 民 文 化 ス ポ ー ツ 部 県 民 交 流 課 」 を 「 石 川 県 県 民 文 化 ス ポ ー ツ 部 女 性 活 躍 ．

県 民 協 働 課 」 に 改 め る 。

（ ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

3 ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 規 則 第 五 十 一 号 ）

る 。
第 百 九 十 五 条 第 四 項 中 「 石 川 県 生 活 環 境 部 温 暖 化 ・ 里 山 対 策 室 」 を 「 石 川 県 生 活 環 境 部 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推

進 課 」 に 改 め る 。

「

一 救 命 救 急 及 び 救 急 科 の 診 療 に 関 す る こ と 。

を 2  

「

一 周 術 期 ・ 集 中 治 療 セ ン タ ー 一 周 術 期 ・ 集 中 治 療 に 関 す る こ と 。

今 苫 5 年 3 J = l  3 1  1 3  ( ~ I恙 H )

建 設 課 の 業 務 の う ち 、 本 庁 の 港 湾 課 及 び 水 産 課

に 係 る 業 務 に 関 す る こ と 。

改 め 、 同 表 都 市 施 設 課 （ 県 央 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） の 項 1 を 次 の よ う に 改 め る 。

1 土 木 工 事 （ 本 庁 の 都 市 計 画 課 及 び 公 園 緑 地 課 の 分 掌 事 務 に 限 る 。 ） の 調 査 、 企 画 、 設 計 、 施 行 及 び 監 督 に 関

す る こ と 。

第 十 五 条 第 十 号 の 表 都 市 施 設 課 （ 県 央 土 木 総 合 事 務 所 に 限 る 。 ） の 項 中 2 を 3 と し 、 そ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

2 国 庫 負 担 若 し く は 国 庫 補 助 又 は 県 費 補 助 に 係 る 市 町 の 土 木 工 事 の 指 導 及 び 監 督 に 関 す る こ と 。

第 十 六 条 第 九 号 の 表 中 一 高 度 集 中 治 療 セ ン タ ー

を

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

L _  

に

一 高 度 集 中 治 療 に 関 す る こ と 。

2  

「 1

「

が

土 木 工 事 （ 本 庁 の 港 湾 課 の 分 掌 事 務 に 限 る 。 ）

及 び 漁 港 工 事 の 調 査 、 企 画 、 設 計 、 施 行 及 び 監

督 に 関 す る こ と 。

国 庫 負 担 若 し く は 国 庫 補 助 又 は 県 費 補 助 に 係

る 市 町 の 土 木 工 事 及 び 漁 港 工 事 の 指 導 及 び 監 督

に 関 す る こ と 。

涵 お 歯

「 農 業 政 策 課 」 を 「 農 業

叫
D

享

に

L _  

を
に
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訓 令

石川県訓令第 2号

庁

出
中

先
機

般

関

石川県文書管理規程（平成14年石川県訓令第 7号）の一部を次のように改正する。

令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 牛
口

、
1

第60条第 5号中「石川県個人情報保護条例（平成15年石川県条例第 2号）」を「個人情報の保護に関する法律（平

成15年法律第57号）」に、「同条例第18条各項」を「同法第82条各項」に改め、同条第 6号中「石川県個人情報保護条

例」を「個人情報の保護に関する法律」に、「同条例第28条各項」を「同法第93条各項」に改め、同条第 7号中「石

川県個人情報保護条例」を「個人情報の保護に関する法律」に、「同条例第35条各項」を「同法第101条各項」に改め

る。

別表第 1中

「
総務部秘書課

総務課

秘

総

を

「
知事室秘書課 秘

政策調整課 政
I に改め、

戦略広報課 広

総務部総務課 総

「
空港企画課 空 を削り、

」

「
県民交流課 県 を

」

「
女性活躍・県民協働課 県 に改め、

」

「
男女共同参画課 男女 を削り、

」

「
温暖化・里山対策室 温対 を

」

「
カーボンニュートラル推進課 ヵ に、

」

農業政策課 農政

里山振興室 里 I を

生産流通課 生流

農業経営戦略課 農戦

里山振興室 里

生産振興課 生振
I に、

ブランド戦略課 ブ
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美術館 美

歴史博物館 歴博

図書館 図

白山ろく民俗資料館
白民 I を

石川四高記念文化交流館 石四文

能楽堂 ム月ヒヒ

女性センター 女セ

女性相談支援センター 女相

女性センター 女セ

女性相談支援センター 女相

美術館 美

歴史博物館 歴博
に改め、

図書館 図

白山ろく民俗資料館 白民

石川四高記念文化交流館 石四文

能楽堂 ム月ヒヒ

「
女rら吉向 を削る。安原・高橋川工事事務所

」

附則

この訓令は、令和 5年 4月 1日から施行する。

石川県訓令第 3号

庁 中 般

出 先 機 関

石川県処務規程（昭和33年石川県訓令甲第 9号）の一部を次のように改正する。

令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 牛
口

、
1

第 6条第 3号中「祖槃鹿S幽（」の下に「忌岳価鹿幽’」を加える。

第 7条第 2項中「澁価紀幽」を「岨翠赳llil制幽拙紀幽」に改め、同条第 6項中「忌岳価幽’呈岳拙紀幽忍己濫振匿鋸

幽」を「器醤迅癖乱罪立澤採楽蓉釜醤諷に改める。

第 7条の 2を削る。

第 7条の 3の見出し中「姦蓉薬・ t><t声忍尉餌蔀」を「呈岳拙幽蒻」に改め、同条第 1項中「姦蓉薬・ t><t声忍尉餌」

を「忌岳価幽＇姦蓉薬・〖沿穿戻擬諷に改め、「f\出邑捩振幽」の下に「（蕊←リ 8~知且~ ~\--'「忌岳怖幽蒻」勾二

,r, ゚ ）」を加え、 「澁置を「や菜即菜呈岳憚姦蓉薬・奴涅捩振澁拙メ竺令出邑捩搬幽価 (~}L- リ 8~知且~ ~\--'「呈

岳拙蔀」心ニパ）」に改め、同条第 2項中「姦蓉薬・奴涅捩振幽忍己令出母捩振澁」を「忌贄価幽蔀」に、「幽怖」

を「忌捻価蒻」に改め、同条に次の 1項を加える。

の 姦蓉薬・奴涅捩振幽拙紀幽忍己令出母蒙振幽価紀幽竺, l'¥.J菜即菜呈岳拙幽蒻S告如牝幻た＇呈岳価幽掘如舞起 ⇒'
呈岳拙掘S岳槃如翠囲ヤ心゜

第 7条の 3を第 7条の 2とする。

第12条第 4項を削り、同条第 5項中「濫振雪鋸澁」を「器醤迅癖澁’削採楽蓉挙醤澁’呈贄怖幽」に改め、同項を

同条第4項とし、同条中第 6項を第 5項とし、第 7項から第 9項までを 1項ずつ繰り上げ、同条第10項中「虻出庄眼

堂巨垣槃器諷」を「追記忌曲出庄圏堂巨垣槃撃四」に改め、同項を同条第 9項とする。

別表第 1第 1号の表部長専決事項の欄第 1号 1中「（臣逃ぬ濫翠臣S器瓢合心憩壬ヤ心企S旦座心゜）」を削り、同

欄第 6号 1を次のように改める。

一 抵国《怜8疲捉旦号心冬坦揺按

別表第 1第 1号の表部長専決事項の欄第 6号中 2を削り、 3を2とし、 4を3とし、その次に次のように加える。
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，
 

寸 抵11+兵《祖底 l密忍己踪I1四(8要捉旦廿心冬塩揺捉S盗莱⇒
別表第 1第 1号の表部長専決事項の欄第 6号 5を削り、同欄第 7号中 1から 7までを削り、 8を 1とし、 9を削り、

10を 2とし、 11を削り、同欄第11号中「送心」の下に「疲豆忍己」を加え、「活玉」を「室捉洛聖」に改め、同欄第

20号中「澁乱（」の下に「輩唸各心S忍己」を加え、同表課長専決事項の欄第 7号中17を20とし、 13から16までを16

から19までとし、 12を15とし、その前に次のように加える。

ご 踪洪+1~ 怜旦将ニヤ盤忌芯謳尺ヤ茫庄ヤ心踪国+111 忍~(様 1 1杷芯如羞v0) 8母祖」旦号心諾臣

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄第 7号中11を13とし、 7から10までを 9から12までとし、 6を8とし、その

前に次のように加える。

t- ~1 1+f-R~ 祖底 l密S疲按旦号心ぐ口主旦号心妾送S涎簑S蓋て

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄第 7号中 5を6とし、 4を5とし、 3を4とし、その前に次のように加える。

の 抵+1~ 祖底 l密S疲捉旦号心嵌叡8醤捉

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄第 9号中 1から14までを削り、 15を 1とし、その次に次のように加える。

⑳ 踪肛11+国《怜S疲捉旦号心湮揺

の 踪江 1 1 +f-R~祖底 l密S要捉旦廿心叙叡S醤言

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄第 9号中16を4とし、その次に次のように加える。

ゅ 抵江Ii1 十忍~8~器担」し号心涎揺

〇 抵肛111+<忍怜様11密旦ぷニヤ器忌芯漿田沢ヤ尭H王ヤ心様祖1111+111忍怜様Ii1密（様II 1 tr加如羞v゜）忍ピ様目］四(8母祖」

旦号心諾臣

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄第 9号中17を 7とし、 18を8とし、同欄第10号中 1及び2を削り、 3を 1と

し、同欄第18号中「出三芸垣--<芝癖迷鰹《知尽(~怪+f-R 母出三~~知尽踪11 rrμ:,)」を 「謳--<芝斎S迷鰹旦臣ヤ心迅赴

（卦餐十井母迅赴~f-R 十午歯）」に改め、同号 1 中「踪+<~怜や密」を「抵<+1 1 ~怜や密」に、「踪 1 1 +<~怜や密」を

虞兵+111忍柊や密」に、「掘Ii1 十喫鱈密」を 「踪肛 1 ~怜や璽に改め、同号2及び3を次のように改める。

⑳ 抵兵十国《祖底11 四(8疲按旦号心ロ玉却嗅tc芸巨 S翠幽忍己抵肛 1 1 ~祖底11四(8疲按旦号心葉庄蕊丑却嗅tc
芸巨S翠幽

の 踪兵十洪《怜S疲捉旦号心口玉恙｛嗅tc芸巨S歯志翠幽忍己踪肛Ii1 忍~8~器祖」旦号心葉田奪士恙祖よ薗刃3器臣e器

志翠幽

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄第18号に次のように加える。

s:j< ~ 江十国《怜S疲捉旦号心翠縣8-K娑S雖蘊

別表第 1第 1号の表課長専決事項の欄中第30号を第31号とし、第19号から第29号までを 1号ずつ繰り下げ、第18号

の次に次の 1号を加える。

十兵 出三芸謳--<芝癖 S恙善旦臣ヤ心迅赴据しヒ《怜志（＜巳足国母出三~~怜志踪Ii1+1 1rr]r:>) 

ー 踪国《祖底11四(8疲按旦号心吾l恰恙｛嗅甜S芸巨S域幽

⑳ 抵洪《怜8疲捉旦サ心吾l柏彩按歯8芸巨8歯志減岨

別表第 1第 2号の表総務部長専決事項の総務課の欄中第 1号及び第 2号を削り、第 3号を第 1号とし、第4号を第

2号とし、第 5号を第 3号とし、同表総務課長専決事項の欄中第4号を第 5号とし、第 3号を第4号とし、同欄第 2

号中「屯料裔迅--<迅」の下に「（苦品11+K母迅赴踪肛11+Krrμ:,)」を加え、 1を2とし、その前に次のように加える。

ー 踪十国《慰底 l密S疲捉旦号心屯料裔迅--<c疲豆S揺岩

別表第 1第 2号の表総務課長専決事項の欄第 2号に次のように加える。

Cl) ~111 十兵忍怜抵 l 密 8~器担」し号心艇癖丑1--<8 <仕I赳ミS揺岩

s:j< ~ 国十K~祖底 l密S疲按旦号心屯料祗迅--<c出甘1lI這註益S揺岩

別表第 1第 2号の表総務課長専決事項の欄中第 2号を第 3号とし、第 1号の次に次の 1号を加える。

1 1 ~ 三芸名癖娯しヒ疲豆（苦品111 + 111 恙一~三□誤母豆様II1+111rr]r:>) 

ー 踪+111 忍~8~器祖」旦号心ぐ1扇器紆t~且呈筵~8 涎揺

別表第 1 第 2 号の表税務課長専決事項の欄第 4 号中「叶餐 1 1 +兵母出三~~怜志踪11 +<rrµ:,」を「＜吋己国母出三~~怜

志踪11 + 1 1 rrμ:,」に改め、同欄中第11号を第12号とし、同号の前に次の 1号を加える。

+1 柊苓垢懸聟晒忍己柊苓垢懸料遅坤晒旦臣ヤ心迅赴（卦餐111+1迅一丑ふ應と抵II 1 rrμ:,) 

一 抵+<~怜S疲按旦号心柊苓垢懸聟晒8謡鹿怒芸旦臣ヤ心斎廿[I歯

別表第 1第 2号の表企画振興部長専決事項の企画課の欄に次の 1号を加える。



不 動 産 の 鑑 定 評 価 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 八 年 法 律 第 百 五 十 二 号 ）

1 第 四 十 一 条 及 び 第 四 十 五 条 の 規 定 に よ る 不 動 産 鑑 定 業 者 に 対 す る 監 督 処 分 、 報 告 の 徴 収 及 び 立 入 検 査 の 実 施

B - l燐 瀕 1 菜 ~ 2 % 0 )燐 怜 画 幸 澪 垢 H 景 涵 3 奎 菜 5 油 て 廿 「 （ 昭 和三 十 八 年 法 律 第 百 五 十 二 号 ） 」 や 至 戸 回 準 l 廿 「 第 二

十 五 条 」 や 「 第 二 十 四 条 、 第 二 十 五 条 及 び 第 三 十 条 」 言 、 「 登 録 の 拒 否 」 や 「 登 録 、 登 録 の 拒 否 及 び 登 録 の 削 除 」 言

姪 さ 、 国 牒 怜 画 荒 洒 婆 宗 姜 逗 乞 言 涵 S } き 翌 痴 酒 涅 3 奎 廿 渫 3 中 や 渫 4 ⑳ 応 L 、 国 準 3 菩 言 斉 3 1 ⑳ や 涅 ＝ 凶 か 。

三 半 島 振 興 法 （ 昭 和 六 十 年 法 律 第 六 十 三 号 ）

1 第 三 条 の 規 定 に よ る 半 島 振 興 計 画 の 作 成 等 に 係 る 事 務 の 処 理

g - l 漑 渫 1 渫 2 準 3 咄 津 阿 冷 蔀 栗 I 三 8 号 涵 3 奎 廿 「 県 民 交 流 課 長 」 や 「 女 性 活 躍 ・ 県 民 協 働 課 長 」 言 廷 さ 、 国 栄 席

邑 即 享 ⇒ 晨 垢 芹 景 涵 3 癌 景 苺 盗 栗 3 奎 瀕 1 準 廿 1 3 ~ 1 6 ~ L ‘、 7 号 G 1 2 叫 A ~ 岱 l o ]ン G 1 5 叫 A ⑰ ← L 、 6 ~ 9 ~ L 、 ふ ~ 3 H O

言 斉 3 行 5 言 h = 凶 い か 。

7 第 七 十 二 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 地 域 連 携 薬 局 等 の 開 設 者 に 対 す る 業 務 体 制 の 整 備 命 令

8 第 七 十 二 条 の 二 の 二 の 規 定 に よ る 薬 局 開 設 者 、 医 薬 品 の 販 売 業 者 、 医 療 機 器 の 販 売 業 者 若 し く は 貸 与 業 者 又

は 再 生 医 療 等 製 品 の 販 売 業 者 に 対 す る 法 令 遵 守 確 保 の た め の 措 置 の 改 善 命 令

g - l 咄 ～ 瀕 1 渫 2 準 3 咄 ふ 念 壱 濡 蓉 芦 芯 デ m 綱 8 号 涵 3 幽 景 奎 合 葉 3 奎 菜 1 泊 て 廿 5 岱 6 斤 L 、 4 岱 5 斤 L 、 ぷ 3 菩 言 斉 3 行 5

言 h = 泣 い が 。

4 第 七 十 二 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 地 域 連 携 薬 局 等 の 開 設 者 に 対 す る 構 造 設 備 の 改 善 命 令 又 は 施 設 の 使 用 の 禁 止

命 令

B - l咄 ん a 国 1 渫 2 準 3 漑 念 壱 海 蓉 芦 翌 E 〔 垢 H 景 晶 言 睾 景 奎 合 葉 3 奎 菜 2 油 て 廿2 5 ~ 3 0 ~ L、 2 4 ~ 2 9 ~ L、 2 3 ~ 2 8 ~ L‘ 、 心 口3

菩 言 斉 3 行 5 言 h = 凶 い が 。

2 7 第 八 十 条 第 四 項 第 二 号 の 規 定 に よ り 知 事 が 行 う こ と と さ れ た 再 生 医 療 等 製 品 の 製 造 販 売 業 者 に 係 る 法 第 七 十

二 条 の 二 の 二 の 規 定 に よ る 法 令 遵 守 確 保 の た め の 措 置 の 改 善 命 令

B - l叫 瓜 〗 国1 菜 2 準 3 燐 念 吃 濡 蓉 芦 翌 I 応 垢 H 景 涵 3 幽 景 苺 i 42 碑 E 3 奎 菜 2 油 て 廿2 2 ~ 2 6 ~ L、 2 1 ~ 2 5 ~ L、 2 0 ~ 2 4 ~ L ‘、 1 9 ~

2 3 ~ L 、 ぶ 3 菩 言 斉 S 仕 ~ 5 言 h ＝ 凶 か 。

2 2 第 八 十 条 第 三 項 第 五 号 の 規 定 に よ り 知 事 が 行 う こ と と さ れ た 医 療 機 器 の 製 造 業 者 等 に 係 る 法 第 七 十 二 条 の 二

の 二 の 規 定 に よ る 法 令 遵 守 確 保 の た め の 措 置 の 改 善 命 令

g - l叫 心 〗 匂1 渫 2 準 3 咄 ふ 念 壱 濡 蓉 芦 翌I 応 皿 i 8 号 涵 3 幽 景 奎 合 葉 3 奎 菜 2 泊 て 廿 1 8 ~ 2 1 ~ L、 1 7 ~ 2 0 ~ L ‘、 1 6 ~ 1 9 ~ L‘ 、 1 5 ~

1 8 ~ L ‘、 ぶ 3 菩 言 斉 s 」 5 言 h ＝ 凶 か 。

1 7 第 八 十 条 第 三 項 第 二 号 の 規 定 に よ り 知 事 が 行 う こ と と さ れ た 医 療 機 器 等 の 製 造 販 売 業 者 に 係 る 法 第 七 十 二 条

の 二 の 二 の 規 定 に よ る 法 令 遵 守 確 保 の た め の 措 置 の 改 善 命 令

B - l叫 ん a 国 1 渫 2 準 3 漑 念 壱 海 蓉 芦 翌 』 応 垢H 景 涵 3 睾 景 奎 合 葉 3 奎 菜 2 油 て 廿 1 4 ~ 1 6 ~ L、 1 3 ~ 1 5 ~ L‘ 、 可 ] 中 }1
2
~
 

「 竿 叩 上 J 十

五 条 第 一 項 」 3 F 言 「 及 び 法 第 七 十 五 条 の 二 第 一 項 」 や h デ 芦 「 許 可 」 や 「 許 可 等 」 言 姪 さ 、 亘 準 廿 1 2 ~ 1 4 ~ L、 l l

や 1 3 ~ L ‘、 l o や 1 2 ~ L ‘、 ふ ↑ 3 H i Lぃ ~ K 3 」 5 L ぃ h =泣 い か。

1 1 第 八 十 条 第 二 項 第 四 号 の 規 定 に よ り 知 事 が 行 う こ と と さ れ た 医 薬 品 等 の 製 造 業 者 に 係 る 法 第 七 十 二 条 の 二 の

二 の 規 定 に よ る 法 令 遵 守 確 保 の た め の 措 置 の 改 善 命 令

B - l }ん 菜~ 1 :ffi 2  % 0 ) * 念 深 蓉 士 芹 翌 』 応 H i H 崎 涵 [ ) 幽 崎 奎 合 栗 3 奎 菜 2 泊 て 廿 9 岱 l o 斤 L 、 8 岱 9 斤 L 、 7 岱 8 斤 L 、 6 岱

7 斤 L 、 ぷ ' s 菩 言 斉 3 行 5 言 君 沖 か 。

6 第 八 十 条 第 二 項 第 二 号 の 規 定 に よ り 知 事 が 行 う こ と と さ れ た 医 薬 品 等 の 製 造 販 売 業 者 に 係 る 法 第 七 十 二 条 の

二 の 二 の 規 定 に よ る 法 令 遵 守 確 保 の た め の 措 置 の 改 善 命 令

B - l燐 瀕 1 菜 ~ 2%
0
)~

 

岱 浣 景 奎 令 幸 澪 垢 H 景 涵 3 奎 菜 1 油 応 l 因 - a 2 2 廿 「 承 認 前 の 医 薬 品 等 の 広 告 」 や 「 違 反 広 告 」 言 姪

さ 、 国 涼 合 i 岬 涵 涵 翌 澪 垢 芹 景 涵 3 韮 忌 合 ・ 曲 三 述 透 曲 3 奎 廿 瀕 1 準 岱 翌 0 、 菜 2 油 ｝ 岱 菜 1 油 ｝ 斤 L 、 国 咄 韮 忌 合 ・ 曲 ＝ l

述 遡 曲 寧 垢 芹 崎 涵 3 奎 廿 「 温 暖 化 ・ 里 山 対 策 室 長 」 や 「 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 推 進 課 長 」 言 姪 さ 、 国 奎 渫 1 中 廿 1 号

G
4
'¼

1
:~

 

翌 0

、 5 肉 1 斤 L 、 6 岱 2 斤 L 、 可 l 泣 ～ 合 芦 詞 翠 呼 は 空 芸 寧 年 [ H ん ニ ロ ロ 3 皿 澄 心 涵 呼 B g 症 3 芦 竺 い 斉 3 1 油 ｝ 岱 1 ] ＝ 凶 か 。

五 地 域 に お け る 多 様 な 主 体 の 連 携 に よ る 生 物 の 多 様 性 の 保 全 の た め の 活 動 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 二 年

法 律 第 七 十 二 号 ）

1 第 四 条 第 七 項 の 規 定 に よ る 市 町 が 作 成 す る 地 域 連 携 保 全 活 動 計 画 に 対 す る 同 意

B - l燐 瀕 1 菜 ~ 2%
0
)~

 

竺 崎 H 遜 ｛ 専 翌 澪 垢 H 景 涵 3 雨 瀬 速 透 翌 3 奎 菜 1 油｝ 7 廿 「 第 十 五 条 第 二 項 」 や 「 第 十 六 条 第 二 項 」

言 姪 斉 回 準 8 廿 「 第 十 六 条 第 一 項 」 や 「 第 十 七 条 第 一 項 」 言 姪 さ 、 国 牒 型 H 凜 壷 婆 宗 垢 芹 景 涵 3 雨 瀬 臣 ｝ 室 莱 3 奎 言

斉 3 1 準 岱 1 ] ＝ 凶 か 。

l o  今 苫 5 年 3 J = l  3 1  1 3  ( ~ I 恙 H ) が 涵 お 歯 叫
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石 川 県 に お け る 創 造 的 産 業 等 の 立 地 の 促 進 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 石 川 県 条 例 第 三 十 八 号 ）

1 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 助 成 企 業 の 指 定

2 第 六 条 各 項 の 規 定 に よ る 指 定 の 取 消 し 等

B - l燐 瀕 1 菜 ~ 2 % 0 ) *回 翠 冷 蔀 幸 澪 垢 H 景 涵 3 奎 菜 1 油 1 廿 「 第 三 条 」 や 「 第 三 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 、 第 五 項 及

び 第 六 項 」 言 姪 斉 回 中 7 廿 「 に 規 定 す る 」 や 「 の 規 定 に よ る 」 言 姪 さ 、 国 中 廿 9 号 5 l l 舟 t や 翌 戸 8 や 9 斤 L 、

ぶ 3 菩 言 斉 3 行 5 言 h = 凶 い が 。

8 第 十 条 第 三 項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 渡 航 先 の 訂 正

g - l叫 心 〗 匂1 渫 2 準 3 咄 回 翠 冷 蔀 栗 I 三 8 号 涵 3 奎 菜 1 泊 廿 1 2 ~ 1 0 ~ L ‘、 国 中 ｝1
3
~
 

「竿 m ＋ 上 J 冬 木 」 5 へ 「 竿 m ＋ 上 J 冬 木 竿 叩 一 項 C か

ら 第 三 項 ま で 」 言 廷 さ 、 国 中 廿 1 3 ~ 1 1 ~ L、 1 4 ~ 1 2 ~ L、 1 5 ~ 1 3 ~ L、 国 涼 津 芸 沃 雨 芯 ご 竺 翌 沿 景 涵 3 津 瀬 痔 透 葉 3 奎

翌 6 中 守 Eゞ 瀕 2 2 % 叫~ A 5 翌 0 、 国 咄 津 瀬 痔 遡 碑 澪 垢 H 景 涵 3 奎 廿 「 農 業 政 策 課 長 」 や 「 農 業 経 営 戦 略 課 長 」 言 姪 さ ‘

回 奎 翌 l 中 守 号 E ) 渫 1 8 % 叫 A 岱 翌 0 、 国 漑 合 雨 蔀 ] 碑 池 寧 垢 t 崎 涵 3 奎 廿 「 生 産 流 通 課 長 」 や 「 生 産 振 興 課 長 」 言 姪 さ ‘

回 漑 津 芸 7 k 雨 翌 寧 垢 芹 景 涵 3 合 雨 蔀 毎 葉 3 奎 知 g 合 雨 蔀 毎 栗 寧 垢 芹 景 涵 3 奎 3 斉 言 斉 3 行 5 言 h = 凶 い か 。

農 林 水 産 部 長 専 決 事 項

一 日 本 農 林 規 格 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律

第 百 七 十 五 号 ）

1 第 六 十 一 条 第 一 項 及 び 第 三 項 並 び に 第 六 十 二 条

の 規 定 に よ る 指 示 及 び 命 令 並 び に そ の 旨 の 公 表

2 第 六 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

二 食 品 表 示 法 （ 健 康 福 祉 部 長 の 専 決 事 項 を 除 く 。 ）

1 第 六 条 第 一 項 及 び 第 五 項 並 び に 第 七 条 の 規 定 に

よ る 指 示 及 び 命 令 並 び に そ の 旨 の 公 表

2 第 八 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査

の 実 施

三 主 要 食 糧 の 需 給 及 び 価 格 の 安 定 に 関 す る 法 律 （ 平

成 六 年 法 律 第 百 十 三 号 ）

1 第 七 条 の 三 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 勧 告

及 び 命 令

2 第 五 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

四 米 穀 等 の 取 引 等 に 係 る 情 報 の 記 録 及 び 産 地 情 報 の

伝 達 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 一 年 法 律 第 二 十 六 号 ）

1 第 九 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 勧 告 及 び

命 令

2 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

五 特 定 水 産 動 植 物 等 の 国 内 流 通 の 適 正 化 等 に 関 す る

法 律 （ 令 和 二 年 法 律 第 七 十 九 号 ）

1 第 七 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に よ る 勧 告

及 び 命 令

2 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

六 農 産 物 検 査 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 四 十 四 号 ）

1 第 二 十 一 条 第 二 項 、 第 二 十 二 条 、 第 二 十 三 条 及

び 第 二 十 四 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に よ る

登 録 検 査 機 関 に 対 す る 業 務 規 程 の 変 更 の 命 令 、 登

録 要 件 へ の 適 合 命 令 、 業 務 改 善 命 令 、 業 務 停 止 命

令 及 び 登 録 の 取 消 し

七 肥 料 の 品 質 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 百 二 十 七 号 ）

第 三 十 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 立 入 検

が

ブ ラ ン ド 戦 略 課 長 専 決 事 項

日 本 農 林 規 格 等 に 関 す る 法 律

1 第 六 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 及 び

物 件 の 提 出 の 要 求

2 第 七 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 の 受 付 及 び 同

条 第 二 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 実 施

二 食 品 表 示 法 （ 健 康 の 保 護 及 び 増 進 を 図 る た め に 必

要 な 食 品 に 関 す る 表 示 の 事 項 に 係 る も の を 除 く 。 ）

1 第 八 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴

収 及 び 物 件 の 提 出 の 要 求

2 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 の 受 付 及 び 同

条 第 三 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 実 施

三 主 要 食 糧 の 需 給 及 び 価 格 の 安 定 に 関 す る 法 律

1 第 五 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収

四 米 穀 等 の 取 引 等 に 係 る 情 報 の 記 録 及 び 産 地 情 報 の

伝 達 に 関 す る 法 律

1 第 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収

五 特 定 水 産 動 植 物 等 の 国 内 流 通 の 適 正 化 等 に 関 す る

法 律
1 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収

六 農 産 物 検 査 法

1 第 十 六 条 の 規 定 に よ る 不 正 受 検 に 対 す る 処 置 の

実 施

2 第 十 七 条 第 一 項 （ 第 十 八 条 第 三 項 に お い て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 項 及 び 第 八 項 並 び に 第 十

九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 登 録 検 査 機 関 の 登 録 、 変

更 登 録 並 び に 登 録 事 項 の 変 更 及 び 業 務 の 休 廃 止 の

届 出 の 処 理

3 第 二 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 農 産 物 検 査 の 報 告

の 処 理

4 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 業 務 規 程 の 届 出

の 処 理

5 第 三 十 条 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 三 十 一 条 第

一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 報 告 の 徴 収 及 び 立 入

調 査 の 実 施
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査 の 実 施

第 三 十 一 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 販 売

業 者 等 に 対 す る 行 政 処 分 の 実 施

農 薬 取 締 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 八 十 二 号 ）

第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 勧 告 及 び 命 令

第 二 十 九 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 検 査

の 実 施
第 三 十 一 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 監 督 処 分 の 実 施

地 力 増 進 法 （ 昭 和 五 十 九 年 法 律 第 三 十 四 号 ）

第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 立 入 調 査 の 実 施

g - l 漑 渫 1 渫 2 準 3 漑 津 芸 沃 函 盆 デ 隅 垢 8 号 涵 S l H M 函 荒 洒 ・ 宮 澤 述 遡 碑 E 3 奎 言 斉 3 1 準 岱 1 ] ＝ 凶 か 。

十 三 畜 舎 等 の 建 築 等 及 び 利 用 の 特 例 に 関 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 三 十 四 号 ）

1 第 十 五 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で 及 び 第 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 措 置 命 令

2 第 十 五 条 第 五 項 （ 第 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 必 要 な 措 置 の 代 執 行 及 び 公

告

B - l 咄 渫 1 渫 2 準 3 漑 耐 函 荊 酒 ・ 宮 渫 述 透 葉 寧 垢 8 号 涵 3 奎 言 斉 3 1 準 岱 1 ] ＝ 凶 か 。

二 十 二 畜 舎 等 の 建 築 等 及 び 利 用 の 特 例 に 関 す る 法 律

1 第 三 条 第 一 項 及 び 第 六 項 並 び に 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 畜 舎 建 築 利 用 計 画 の 認 定 、 変 更 認 定 並 び に 認 定 を

し た 旨 の 通 知 及 び 公 表

2 第 四 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 畜 舎 建 築 利 用 計 画 の 軽 微 な 変 更 に 係 る 届 出 の 処 理

3 第 六 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 認 定 畜 舎 等 の 建 築 等 の 工 事 完 了 の 届 出 の 処 理 及 び 仮 使 用 の 認 定

4 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 認 定 計 画 実 施 者 の 地 位 の 相 続 に よ る 承 継 の 届 出 の 処 理

5 第 十 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に よ る 認 定 計 画 実 施 者 の 地 位 の 認 定 畜 舎 等 の 譲 渡 等 に よ る 承 継 の 認 可

6 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 認 定 計 画 実 施 者 で あ る 法 人 の 解 散 の 届 出 の 処 理

7 第 十 三 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 認 定 畜 舎 等 の 利 用 状 況 の 報 告 等 の 処 理

8 第 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 報 告 徴 収 の 実 施

9 第 十 四 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 立 入 検 査 の 実 施

1 0 第 十 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 畜 舎 建 築 利 用 計 画 の 認 定 の 取 消 し 並 び に 認 定 の 失 効 等 の 通 知 及 び 公

表

B - l燐 菜 1 菜 ~ 2 % 0 ) *廿 1 翌 澪 垢 H 景 涵 3 翠 淫 翌 3 奎 菜 4 油 て 廿 1 岱 斉 3 行 5 言 姪 さ か 。

1 第 百 三 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 損 失 補 償 に つ い て の 裁 定

B - l牒 菜 1 菜 ~ 2 % 0 )漑 廿 1 翌 寧 垢 H 崎 涵 3 翠 淫 栗 3 奎 菜 4 泊 2 因 " ( } 3 ~至 0 、 可 l 牒 廿 1 翌 E 垢 H 景 涵 3 哩 ユ T B 十 画 涅 S

奎 渫 9 準 2 廿 「 第 二 十 五 条 の 十 一 」 や 「 第 二 十 五 条 の 二 十 三 」 言 姪 さ 、 国 準 3 廿 「 第 二 十 五 条 の 十 五 」 や 「 第 二 十 五

条 の 二 十 七 」 言 姪 さ 、 国 準 4 廿 「 第 二 十 五 条 の 十 六 」 や 「 第 二 十 五 条 の 二 十 八 」 言 姪 さ 、 国 準 5 号 5 l o 舟 t s 泄 浣 廿

「 第 二 十 五 条 の 十 八 」 や 「 第 二 十 五 条 の 三 十 」 言 廷 さ 、 国 栄 哩 ヨ 辛 画 葉 澪 母 芹 景 涵 3 奎 渫 7 準 1 廿 「 第 二 十 五 条 の 十

四 」 や 「 第 二 十 五 条 の 二 十 六 」 言 姪 さ 、 国 準 2 号 G 4 ' ¼ 1 : 0 )泄 溌 廿 「 第 二 十 五 条 の 十 八 」 や 「 第 二 十 五 条 の 三 十 」 言

廷 斉 回 中 5 廿 「 第 二 十 五 条 の 十 八 に お い て 準 用 す る 第 十 二 条 の 六 」 や 「 第 二 十 五 条 の 三 十 に お い て 準 用 す る 第 十 二

条 の 六 第 二 項 」 言 姪 さ 、 国 中 6 号 G 8 ' ¼ 1 : 0 )泄 閑 廿 「 第 二 十 五 条 の 十 八 」 や 「 第 二 十 五 条 の 三 十 」 言 姪 さ 、 国 奎 渫 8

中 1 廿 「 第 十 七 条 の 十 」 や 「 第 十 七 条 の 十 一 」 言 姪 さ 、 国 中 2 廿 「 第 十 七 条 の 十 一 」 や 「 第 十 七 条 の 十 二 」 言 姪 さ ‘

が

九
八

七

第 三 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 の 受 付 並 び

に 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 調 査 及 び 措 置 の 実 施

肥 料 の 品 質 の 確 保 等 に 関 す る 法 律

1 第 七 条 の 規 定 に よ る 普 通 肥 料 の 登 録

2 第 十 二 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 肥 料 業 者 登 録 証 の

有 効 期 間 の 更 新

3 第 十 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 生 産 業 者 、 販 売 業

者 等 に 対 す る 事 故 肥 料 の 譲 渡 の 許 可

4 第 二 十 二 条 及 び 第 二 十 三 条 の 規 定 に よ る 生 産 業

者 等 の 届 出 の 処 理

5 第 二 十 九 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 報 告

の 徴 収

農 薬 取 締 法

1 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 販 売 業 者 の 届 出 の 処 理

植 物 防 疫 法 施 行 細 則 （ 昭 和 二 十 七 年 石 川 県 規 則 第

十 四 号 ）

1 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 病 害 虫 防 除 員 任 免 の

承 認

6  

涵 お 歯 叫
D

享
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同表土木部長専決事項の建築住宅課の欄第 1号中66を67とし、 65を66とし、同号64中「 l挙妾こ揺捉惹羅餐式苓S」

を削り、同号中64を65とし、同号63中「 l挙妾こ醤捉惹撰餐式茶S」を削り、同号中63を64とし、 13から62までを14

から63までとし、 12を13とし、その前に次のように加える。

~ ~f-8 十<~祖窓 l密S疲按旦号炉Il巨述妾凶こ旦将た心惹撰餐81竜的S歯志S孟て

別表第 1 第 2 号の表建築住宅課長専決事項の欄第 1 号30中「抵く十..µ~怜 8 11] 抵K密」を「抵く十..µ~怜811]抵午密」

に改め、同号中30を32とし、 25から29までを27から31までとし、同号24中「 l挙妾こ揺捉崇撰餐弐苓S」を削り、同

号中24を26とし、 23を25とし、同号22中「踪く十洪《怜踪K密」を「踪く十洪《祖底口密」に改め、同号中22を24とし、

13から 21 までを 15から 23までとし、同号12中「踪井十f-8~祖底Ii1密やrr)t>」を 「踪f-8+ f-8~ 慰底国密やrr)t>」に改め、同号中

12を14とし、その前に次のように加える。

~ ~f-8 十 f-8~祖底Ii1 密 c~器担」し号心崇暴返81竜的S器荘思：S乱匿

別表第 1第 2号の表建築住宅課長専決事項の欄第 1号中11を12とし、 10を11とし、 9を10とし、その前に次のよう

に加える。

の 踪洪+1 1 ~祖尉＜密踪II ] rr)t> C 母祖~:l 号心惹撼怜藝~c娑墨唸 S器荘尽心揺祖」

別表第 2各出先機関の長共通の項第10号中「出三芸謳-<茫癖迷鰹《怜志」を「謳-<芝癖S迷鰹旦臣ヤ心迅赴」に改め、

同号 1 中「踪+<~怜や密」を「抵<+1 1 ~怜や密」に、 「翠 1 +<~怜や密」を「転兵+111 ~怜や密」に、 「~II] 十 f-8~怜や密」

を「転江 1 ~知や墨に改め、同号 2及び 3を次のように改める。

⑳ 抵兵十国《祖窓 l四¥C疲按旦号心ロ玉却嗅tc芸巨 S翠幽忍己抵肛 1 1 ~祖窓 l密S疲按旦号心葉庄蕊丑却嗅tc
芸巨S翠幽

の 踪兵十洪《怜S疲捉旦号心口玉恙｛嗅tc芸巨S歯志翠幽忍己踪肛Ii1 忍~c~器祖」旦号心葉田奪士恙祖よ薗刃3器臣e器

志翠幽

別表第 2各出先機関の長共通の項第10号に次のように加える。

s:j< ~ 江十国《怜S疲捉旦号心翠叔柊8-K娑S雖蘊

別表第 2各出先機関の長共通の項中第18号を第19号とし、第11号から第17号までを 1号ずつ繰り下げ、第10号の次

に次の 1号を加える。

+1 ~ 三芸謳-<芝癖S恙善旦臣ヤ心迅赴据しヒ《怜志

ー 踪国《祖窓 l四¥C疲按旦号心吾l恰恙｛嗅甜S芸巨S域幽

⑳ ~f-8~ 怜S疲捉旦号心吾l恰恙｛嗅弗S芸巨S歯志翠幽

別表第 2家畜保健衛生所長の項第 1号 3中「転国密」を「抵K密」に改め、同表土木総合事務所長の項中「踪井密」

を「瞬環＜」に改め、同表安原・高橋川工事事務所長の項を削る。

附則

（施行期日）

1 この訓令は、令和 5年 4月 1日から施行する。ただし、別表第 1第 2号の表税務課長専決事項の欄の改正規定

（「性怪11十兵母出三盛《怜志抵1l+<rr¥t'」を「＜吋配互母出三蛍《怜志抵11+1嚢」に改める部分を除く。）は、令和 6

年 1月 1日から施行する。

（経過措置）

2 暫定再任用職員（地方公務員法の一部を改正する法律（令和 3年法律第63号）附則第4条第 1項若しくは第 2項

（これらの規定を同法附則第 9条第 3項の規定により読み替えて適用する場合を含む。）、第 5条第 1項若しくは第

3項、第 6条第 1項若しくは第 2項（これらの規定を同法附則第 9条第 3項の規定により読み替えて適用する場合

を含む。）又は第 7条第 1項若しくは第 3項の規定により採用された職員をいう。）のうち同法による改正後の地方

公務員法（昭和25年法律第261号）第22条の 4第 1項に規定する短時間勤務の職を占めるものは、この訓令による

改正後の石川県処務規程第12条第 9項に規定する定年前再任用短時間勤務職員とみなす。

石川県訓令第 4号

庁

出

グループ制に関する運営規程（平成17年石川県訓令第11号）の一部を次のように改正する。

令和 5年 3月31日

中

先 機

般

関

石川県知事 馳 牛
口

、
1
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第 2条中「危機管理監」の次に「、知事室長」を加える。

別表第 1総務部の部の前に次のように加える。

［知事室 ]戦略広報課 l広報グループ、広聴グループ

別表第 1総務部の部デジタル推進課の項中「デジタル推進グループ」を「県庁デジタル化推進グループ、地域DX

推進グループ」に改め、同表企画振興部の部空港企画課の項を削り、同表新幹線・交通対策監室の部に次のように加

える。

空港企画課 管理・空港整備・航空貨物グループ、小松空港

利用促進グループ、能登空港利用促進グループ

別表第 1県民文化スポーツ部の部県民交流課の項中「県民交流課」を「女性活躍・県民協働課」に、「自主活動推

進グループ、広報グループ、広聴グループ」を「女性活躍推進グループ、男女共同参画グループ、県民協働グループ」

に改め、同部スポーツ振興課の項中「スポーツ振興グループ」を「地域・障害者スポーツグループ、競技スポーツグ

ループ」に改め、同部男女共同参画課の項を削り、同表健康福祉部の部医療対策課の項中「国保指導グループ、国保

財政運営グループ」を「国保運営・指導グループ」に改め、同表生活環境部の部温暖化・里山対策室の項中「温暖化・

里山対策室」を「カーボンニュートラル推進課」に、「エコライフ推進グループ、里山保全推進グループ」を「グリー

ンライフ推進グループ、グリーンライフ整備グループ」に改め、同表観光戦略推進部の部誘客戦略課の項中「東日本

誘客推進グループ、西日本誘客推進グループ」を「誘客推進グループ」に改め、同表農林水産部の部農業政策課の項

中「農業政策課」を「農業経営戦略課」に改め、「、農政推進グループ、消費安全グループ」を削り、「農地計画グルー

プ、農業参入・人材政策グループ、農業経営戦略グループ」を「農地政策グループ、農業人材グループ」に改め、同

部生産流通課の項中「生産流通課」を「生産振興課」に、「生産振興グループ、流通支援グループ」を「環境保全農

業グループ、水田活用グループ、園芸振興グループ」に改め、同項の次に次のように加える。

ブランド戦略課 ブランド戦略グループ、マーケティング・輸出

グループ、消費安全グループ

別表第 1土木部の部公園緑地課の項中「、木場潟公園整備グループ」を削る。

附則

この訓令は、令和 5年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 5号

庁

出
中

先 機

般

関

副知事の担任事項に関する規程（令和 4年石川県訓令第15号）の一部を次のように改正する。

令和 5年 3月31日

石川県知事 馳

第 1条第 2号工を次のように改める。

ェ 県民文化スポーツ部に関する事項

第 1条第 3号中イを削り、ウをイとし、工をウとし、オをエとし、その次に次のように加える。

オ観光戦略推進部に関する事項

附則

この訓令は、令和 5年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 6号

土 木

牛
口

、
1

部

土木総合事務所

安 原 ・ 高 橋 川 工 事 事 務所

港湾事務所

石川県土木部所管用地事務取扱規程（昭和52年石川県訓令第 1号）の一部を次のように改正する。
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令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 汗ロ

令達先中「安原・高橋川工事事務所」を削る。

附則

この訓令は、令和 5年 4月 1日から施行する。

石川県訓令第 7号

土 木 部

土木総合事務所

安 原 ・ 高 橋 川 工 事 事 務所

港 湾 事 務 所

石川県土木部所管の公共事業の施行に伴う損失補償基準（昭和52年石川県訓令第 2号）の一部を次のように改正す

る。

令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 汗ロ

令達先中「安原・高橋川工事事務所」を削る。

附則

この訓令は、令和 5年 4月 1日から施行する。

石川県訓令第 8号

土 木 部

土木総合事務所

港 湾 事 務 所

石川県土木部所管の公共事業の施行に伴う公共補償基準（昭和52年石川県訓令第 3号）の一部を次のように改正す

る。

令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 牛
口

、
1

令達先中「土木事務所」を「土木総合事務所」に改め、「河川開発事務所」、「有料道路建設事務所」、「手取川ダム

道路建設事務所」及び「公園事務所」を削る。

附則

この訓令は、公表の日から施行する。

告 ホ

石川県告示第138号

石川県財務規則の規定による解の名称及び位置（昭和39年石川県告示第191号）の一部を次のように改正し、令和

5年 4月 1日から施行する。

令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 牛
口

、
1

表中
石川県奥能登土木総合事務所

石川県安原・高橋川工事事務所

「
石川県奥能登土木総合事務所

輪島市河井町

金沢市横川 5丁目

輪島市河井町

を

に改める。
」

石川県告示第139号

石川県指定金融機関の名称及び所在地（昭和39年石川県告示第192号）の一部を次のように改正し、令和 5年 4月

1日から施行する。
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令和 5年 3月31日

石川県知事 馳 牛
口

、
1

表の株式会社北国銀行伏見台支店の項を次のように改める。

口株式会社北国銀行伏見台支店 ！金沢市久安 2丁目

(1箇月 2,350円送料とも） 発行人〒920-8580 石川県金沢市鞍月 1丁目 1番地 石 川 県

印刷所〒921-8002 石川県金沢市玉鉾 4丁目 166番地 閥 共 栄 TEL(076)292-2236
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